
新聞を活用し、現代社会を生きる力を育てる Ⅱ

－実践校２年目の新聞活用の取り組み－

松本美須々ヶ丘高等学校 仁科 利明

１ 研究テーマ

今日の学校教育には、基礎・基本的な知識の習得、思考力と活用能力の育成が求められて

いる。また、現代社会では多種多様な情報を読み解き活用する力（リテラシー）の育成も必要

である。新聞は私たちにとって最も身近な情報源であると同時に、学校における学習を深め、

教科・科目間の学習内容を関連づけ、学習内容と生徒、社会を相互に結びつける優れた教材に

もなりうる。以上のことから、実践２年目も引き続いて上記の研究テーマを設定した。

２ 実践の概要

(1) 授業での取り組み

実践１年目に引き続き、私が担当する地理Ｂの授業で取り組んだ。地理Ｂの学習領域は、

自然環境、資源、産業、国家、人口・食料問題、都市問題、環境・エネルギー問題、民族・領

土問題など多様で、現代世界の状況と社会が抱える諸課題を直接的に扱うこと場面が多い。授

業では、導入時の資料として、また教科書などを補完する教材として新聞記事を活用した。

①対象講座の授業は、いずれも私一人で担当した。

・選択地理Ｂ（３学年・３単位・２講座・生徒３７名・１学年で４単位履修した重習者）

・必修選択地理Ｂ（２学年・３単位・３講座・生徒７５名）

②具体的な取り組みは、以下の通り。

・授業導入時にその日の新聞記事を用い、現代社会の諸課題と自分たちの生活とを関連づ

けながら、生徒の興味や関心を高めることを心がけて解説した（資料１、２）。

・授業の学習内容に関連する新聞記事は、系統的に教材化を図った。

・定期考査では直近の新聞記事を素材にした時事問題を１０～２０点の配点で出題し、評

価の対象とした（資料３）。

・２学年の講座では、夏期休業を利用して地球温暖化問題に関する課題レポートを全員に

実施し、Ａ～Ｄの４段階で評価した（資料４）。

・２月２０日にＮＩＥ実践指定校授業公開を行った（資料５）。

(2) ＨＲでの取り組み

２学年では、２学期後半から「カムトゥルーの時間」に取り組んだ。新聞記事やコラムな

どを読む時間を設け、文章の書き方や表現を学ぶとともに時事問題への関心を高めさせた。さ

らに要約や意見などを文章に書いたり、学級内で発表することで自己表現力の向上を図った。

また、受験での小論文や面接などを念頭に進路学習の一環として位置づけた。

①対象生徒は１～７組の２８４名で、各学級担任が担当。

②具体的な取り組みは以下の通り。

・各学級担任が持ち回りで新聞記事などを素材にプリントを作成。



・毎週水曜日のＳＨＲで生徒に配布。

・内容などに応じて、黙読、音読、要約、感想文、意見発表などを実施（資料６）

(3) 新聞作りの取り組み

新聞作りは、ＮＩＥの柱の一つとして位置づけられている。本校では授業での新聞作りの

実践は困難であるが、私が顧問を務める新聞委員会の活動として新聞制作に取り組んだ。『松

本美須々ヶ丘新聞』は、旧制松本市立中学校時代の『市中タイムス』からの歴史を持つ。一昨

年度、私は県高文連新聞部会の立ち上げと同時に本校に異動し、新聞委員会の顧問となった。

しかし新聞は休刊状態だったため、委員会の１年生有志生徒を募ってＰＣ編集と校内印刷でＡ

４版２～４面の新聞を復刊した。取材活動を基本として生徒自らが目と耳と足を使って情報を

収集し、原稿を書き、記事として発信することを新聞制作の方針とした（資料７）。

３ 実践の成果

(1) 地理Ｂの授業の取り組み

生徒は、授業で配布した新聞記事プリントや回覧した新聞コピーをよく読んでいた。また、

昼休みや放課後など新聞閲覧コーナーで新聞を読む生徒の姿も多く見られた。とくに３学年の

生徒は受験時の小論文や面接対策もあり、地理Ｂの学習分野に限らず世界のさまざまな事象に

興味、関心を深める生徒も少なくなかった。２学年の講座で３学期最後に行った授業アンケー

トでは、「この１年間で、新聞を読む時間は変化しましたか」の問いに、２８．４％の生徒が

「長くなった」と回答した（ほとんど変わらない、が７０．１％）。「新聞を読んだり授業で

扱われたなかで、関心を持ったり、疑問に思ったり、考えさせられた新聞記事は何ですか」の

問いでは、地球温暖化問題、バイオ燃料などエネルギー問題、食糧問題、アメリカ大統領選挙

とオバマ新大統領誕生、などの回答が多かった。また、地域の記事や一面で関心を持った記事

をしっかり読むようになった、と答えた生徒もいた。

生徒が日常生活のなかで新聞を読む時間は決して十分ではないが、授業の新聞記事プリン

トや解説で世界の動きや諸課題を知り、身近な問題として考えることができたようだ。新聞の

活用によって授業などの学習内容と時事的な問題が結びついたとき、個々の知識が体系的に複

合化され、現代世界の現状を知り、諸課題とその解決への理解が深まってきたといえる。

(2) ２学年のＨＲでの取り組み

スポーツ面やＴＶ欄以外の新聞記事を日常的に読む生徒は多くはないが、「カムトゥルー

の時間」の取り組みは、短時間ではあるが週１回ＳＨＲの時間に新聞のコラムや記事などを読

むいい機会になった。使用する教材（プリント）は、各学級担任が持ち回りで生徒の状況やキ

ャリア学習などを考えながら素材を選んで作成した。今年度は初めての取り組みということも

あり、体系的な指導という観点からは十分とはいえない面もあったが、読んだり書いたり発表

するなかで生徒が表現することに慣れるとともに、その内容も徐々に向上してきた。また、卒

業後の進路志望や将来設計を考えるきっかけにもなった。

(3) 新聞委員会の新聞作りの取り組み

身近な問題を通して校内から地域や世界を考え、自ら発信する新聞制作を新聞活動の重要

な目標と考えている。今年度、『松本美須々ヶ丘新聞』は復刊１７～２９号まで発行した（他

に号外あり）。昨年度から継続の特集「美須々のゴミ問題」では、校内のゴミの分別状況や改

善すべき点、生徒会や運動部が行っているリサイクル活動を取り上げ、紙資源回収を協同して



いる地域の障害者就労支援作業所を取材した記事も掲載し、これらは『信濃毎日新聞』への記

事掲載にもつながった。新任の先生方や人権講演会講師の先生など、基本的に対面取材を積極

的に行った。入学式や文化祭、卒業式などでは速報新聞を即日発行した。来年度の学校創立１

００周年を記念する連載特集も開始し、同窓生や地域の方々にむけても発信している。また、

技術講習会や高校総合文化祭など高文連の活動にも積極的に参加し、新聞作りについて学び交

流を深めたが、これらの経験は日常の新聞制作に大いに役立った。

１１月に新生徒会が発足したが、新聞委員会の活動方針は新しい役員に引き継がれた。今

年度最終の第２９号では、「定額給付金と高校生」について取り上げた。現在、本校のホーム

ページへの掲載も準備中である。

４ 今後の課題

授業の取り組みでは、年間指導計画に対応した新聞記事の教材化が必要である。時事的な

新聞記事は話題としての新鮮味に富んでいるが、体系的な学習教材になりにくい側面がある。

最新の情報を更新しながら、体系的に活用可能な新聞記事の蓄積をさらに進めたい。

今年度は２学年で「カムトゥルーの時間」が行われるなど、校内での取り組みは少しずつ

拡がりをみせた。今後も、他教科の授業やキャリア学習、生き方の指導などで活用できる新聞

記事を提供して情報を共有し、ＮＩＥ実践の可能性を模索していきたい。

また、新聞委員会の校内での活動基盤を安定させ、生徒の新聞活動の視野を地域やより広

い世界へ広げていきたい。高文連の活動や新聞社の紙面制作などにも積極的に参加して新聞作

りの技量を高め、校内メディアとして高校生の視点からの活動を進展させたい。

［資料１］２００８年度に授業で取り上げた新聞記事の分野別回数

分野 回数 具体例

自然環境 １０ ﾐｬﾝﾏｰｻｲｸﾛﾝ、四川大地震、岩手地震、防災の日、阪神大震災

農牧業と食糧 １１ 食糧自給率、汚染米、途上国にﾔｷﾞ、ｸﾛｰﾝ牛、ﾓﾝｺﾞﾙ砂漠化

資源と産業 ２４ ｶﾞｽ田開発、北極海原油、原油価格、低価格PC、自動車産業

生活 ３ 新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策、認知症

交通・通信 ５ ｱﾙﾋﾟｺ、地ﾃﾞｼﾞ受信料、車保有台数、ﾘﾆｱ新幹線

エネルギー・環境 ２５ ﾊﾞｲｵ燃料、CO２排出量、地球温暖化、太陽光発電、森林保全

民族・宗教 １４ ｲﾗｸ、伊藤さん殺害、ｸﾞﾙｼﾞｱ、ｱﾌｶﾞﾝ、ｲﾝﾄﾞ同時ﾃﾛ、ｶﾞｻﾞ攻撃

平和 ９ ｸﾗｽﾀｰ弾禁止条約、高ﾚﾍﾞﾙ廃棄物、ｲﾏｼﾞﾝ、宇宙基本法

文化・教育 １５ 学力ﾃｽﾄ、日本人ﾉｰﾍﾞﾙ賞、｢変｣、ｾﾝﾀｰ試験、｢おくりびと｣

経済 １８ G7、NY株安、中国成長減速、東証7000円割、上場企業赤字

世界 １５ ｽｰﾁｰさん軟禁、ﾈﾊﾟｰﾙ、国籍法、ｻﾐｯﾄ、米大統領選、ｵﾊﾞﾏ氏

日本 １１ 内閣支持率、首相閣僚辞任、麻生内閣、衆院選、定額給付金

地域 ４ 善光寺落書き、遠兵閉店、美須々の桜

合計 １６４



［資料２］授業で配布した新聞記事プリントの例
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［資料３］新聞記事を使用した定期考査問題（一部）

①３学年選択地理Ｂ・学年末考査（２００８年１２月１８日実施）

①２学年選択地理Ｂ・３学期中間考査（２００９年１月１３日実施）



［資料４］２学年地理Ｂ夏期休業課題レポート・「地球温暖化問題」を考える

（Ａ４版４頁のうち、１頁と４頁）
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